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                 『緑化相談について』 

 

緑化センターの業務の一つに『緑化相談』があります。緑についての健康診断や

植物の名前、病虫害など様々な相談を受け付けています。 

相談方法は、直接事務所に来ていただくか、電話での受け付け、写真を添付し

たメールなど様々です。できるだけ分かり易く的確

に回答し、納得して頂けるよう心がけていますが、

中には難しいこともあります。 

例えば『マツの葉色が悪くなりました。なぜです

か、どうすれば良いですか？』という相談がありま

す。葉色が悪いのに気がついて、慌てて相談の連

絡をされているのですが、状況がはっきり分からな

いので、答えようがないときがあります。そんな時

は、具体的に状況を確認しながら対応しています。 

なお、毎週土曜日は緑化相談員が『緑化相談 DAY』としてレストハウスでも緑化

相談を受け付けておりますので、お気軽にご利用下さい。 

 

  

『ヤマアジサイの道』 

 （管理事務所→レストハウス 延長  1.2km 所要時間３０分） 

 
管理事務所を左に進み薬草園を

上がっていくと、左側にサンシュユ･

キハダ･トチュウなどの薬木がありま

す。この辺りからヒノキの植林地で下

層にはヤマアジサイが見え、作業道

が見えると引き返し、マルバノキ(ベ
ニマンサク)の間を進み東側の谷筋
に移ります。この谷筋にもヤマアジ

サイが点々と見られますが、行き止

まりとなるので、引き返して次の谷へ

移ります。 
３番目の谷筋に、ヤマアジサイが最も多く山腹まで広がり見ごたえがあります。作

業道が見えたら引き返します。 
この谷にはアブラチャン･シロダモなどのクスノキ科のものが多く、コアジサイも見ら

れます。滑りやすいので注意して歩きます。センター池の手前にいろいろなアジサ

イが見られ、池を左手に見ながら下るとレストハウスの駐車場へ出ます。 

松くい虫被害：アカマツ 
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② 
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６月１５日(木) 『初夏の写真教室』 

今回の研修会報告は、初夏の写真教室として、写真家：大藤哲己先生によるデ

ジタル１眼レフカメラの取り扱い方についてです。 

『一時雨が激しく降るでしょう』という前日の天気予報どおりの朝から雨が降る中で

したが、２５名の方が参加されました。 

研修内容は、カメラの取り扱い方や設定などを中心に基礎的な話から専門的な

話まで、幅広い内容でした。 

実際に使ってみないと分からない話も多いのですが、カメラについて様々な話を

聞くことができ、質疑応答では、色々な質問も飛び交いました。 

現在、写真コンクールの受付(H18.2.18

迄)を行っております。まだコンクールに出

したことがない方も気軽に応募してみませ

んか･･・。来年の２月２３日（木）に写真コン

クールの講評をかねた『冬の写真教室』を

開催いたします。皆様のご応募お待ちして

おります。 

 

 

 

 

夏休みを迎える７月の研修会は、７月２日(日)『夏のきのこ教室』と７月２２日(土)

『夏休みの自然教室』を予定しています。 

夏のきのこ教室は、種名と食毒の見分け方ということで、

室内できのこについて簡単な説明などを行った後、外できの

こ採取※を行っていただく予定です。 

採取したきのこを持ち寄って、名前の鑑定などをする予定

です。毎回、多くの方が参加されており、人気の高い研修会

の一つです。昨年は雨が降り１９名の参加と少なかったので

すが、約４０種のきのこが採取されました。 

（ちなみに昨年の秋のきのこ教室は、７８名参加で１０１種類の採取でした） 

夏休みの自然教室は、小学生を対象にした研修内容であり、親子で参加される

方が多いです。 

テキストを用いて、自然界の勉強を行った後に昆虫などの観察を行う予定です。

カブトムシやクワガタムシを観察できればよいのですが･･･。 

※研修会以外でのきのこ採取は禁止されています 



 

 

            アジサイ  ユキノシタ科  アジサイ属  
梅雨に入ると、アジサイやヤマアジ

サイ、ガクアジサイなどが生き生きと咲

いています。 
その他には、ツルアジサイ･ノリウツ

ギ･ヤマアジサイ･コアジサイ･(コ)ガクウ
ツギなどたくさんのアジサイの仲間が

咲いています。 
以前の学名は、『ハイドランジア オ

タクサ』と呼ばれていました。ハイドラン

ジアは、花屋さんで西洋アジサイとしてよく売られています。これらは、１８世紀末に

日本のガクアジサイがシーボルトによってヨーロッパに渡り、品種改良された後に日

本に伝えられたものです。 
オタクサは、シーボルトの妻：榎本滝の愛称『オタキサン』の名前を誤ってオタクサ

としてアジサイの名前にしたものと言われています。二人の間に誕生した娘：志本イ

ネさんは、日本最初の女医になられ、明治６年宮内省御用掛を勤められました。 
アジサイは土壌の酸性度によって花色が変わります。アルカリ性の土壌だと赤色

に、酸性では青色になると言われています。 
４月８日のお釈迦様の誕生会の時にお釈迦様にかける『アマチャ』もヤマアジサイ

のごく一部の葉を製茶して煮出ししたものです 
 
♪☆お知らせ･ご案内☆♪ 

◎ レストハウスからのお知らせ 
『“０”が付く日はゆで卵サービスデー』 

毎月１０日、２０日、３０日に食事をされるお客さんにゆで卵を１ヶサービスしておりま

す。地元小河原産の新鮮でおいしい卵です。ご賞味下さい！（数に限りがあります） 

『情報コーナーを設けました』 

レストハウスで開花情報や資料などを発信しています。毎週土曜日は、『緑化相談

DAY』として、レストハウスでも緑化相談を受け付けています。 

◎ 公園内の利用について 
『公園内で鳥獣や植物、枝葉などの採取は禁止されています』 

園内では、鳥獣･植物･枝葉などの採取は禁止されています。わらびやタラの芽

などの採取もできません。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

『ペットの散歩について』 

園内でのペットの散歩は規制しておりませんが、ペットを散歩される時はリードや紐な

どでつないでいだくようお願いいたします。 

『火気の使用はできません』 

バーベキューなど園内での火気の使用はできません｡ご了承下さい。 

 

 

 

編集後記 
 珍しい植物などを紹介して、皆様に喜んでいただいていますが、一部の心ない人が持ち帰る
など裏目になり困惑しています。できればたくさんの方に見ていただきたいのですが･･･。紹

介は控えた方がよいのでしょうか･･･。 S.T 


